
※先発医薬品を処方する医療上の必要があると認められる場合や、
　医療機関や薬局にジェネリック医薬品の在庫がない場合には、
　特別の料金はかかりません。

ジェネリック医薬品で

医療費の負担が
軽くなることも

ジェネリック医薬品は、先発医薬品よりも新た
な研究開発にかかる費用が少ないため、先発品
に比べて概ね価格が低く設定されているので、ほ
とんどの場合は患者さんの医療費負担の軽減に
つながります。
　令和６年10月から、患者さんがジェネリック医薬
品がある先発医薬品（長期収載品）の処方を希望す
るときに、「選定療養費」として特別の料金をお支払
いいただく制度が始まりました。これを機会に、後発
医薬品の使用をご検討ください。

品質も安心も

しっかり保証された
お薬です

バイオ後続品
を知っていますか？

　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、先発医薬品
の特許終了後に、品質・有効性・安全性が同等であ
るものとして、国が認めたお薬です。
　薬の大きさや味・におい等に工夫が施され、飲み
やすさや使用感が改良されたものもあります。

バイオ後続品（バイオシミラー）というお薬
は、がんや免疫の病気などに使われる先行
バイオ医薬品と呼ばれる特殊なお薬の後
続品で、先行バイオ医薬品と同等、同質の
品質、安全性、有効性を持っています。

お薬の選び方が

医療の未来に
つながります

　日本の医療費は増加傾向にあります。この医療費
の多くは、私たちが支払う保険料によってまかなわれ
ており、負担の増加が続いています。
ジェネリック医薬品を使用することで、患者さんのお
薬代の負担が軽減されるだけでなく、医療保険制度全
体の支出も抑えることができます。こうした取組は、保
険料の上昇を抑えることにもつながり、保険料による
負担を少しでも軽くすることが期待されています。
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